
電線共同溝は、道路地下に光ファイバー、電力ケーブル等をまとめて収容するもので、地中化

により、災害時の避難路・輸送経路の確保、歩行者空間及び交通安全の確保、路上工事の削減

による渋滞の減少、良好な都市景観の形成、電力・通信の安全性・信頼性の向上等が図られます。

鳥取市内の一般国道５３号で整備を進めており、これまでに鳥取市天神町から今町、新町から
本町及び西町で整備を完了しています。

平成２１年度は一般国道５３号の鳥取市材木町、湯所町、青葉町および田園町の事業を進めて
いきます。

電線共同溝整備事業
事業費 ７５０百万円
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鳥取市田園町 Ｌ＝２２０ｍ

Ｈ２１事業箇所

鳥取市材木町、湯所町
Ｌ＝１６０ｍ

Ｈ２１事業箇所

鳥取市青葉町 Ｌ＝２００ｍ


